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学
界
消
息

福
岡
市
で
開
催
さ
れ
た

　
　
　
　
　
「
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
文
化
国
際
会
議
」

柴

田

篤

　
一
九
九
四
年
四
月
八
日
（
金
）
か
ら
十
日
（
日
）
ま
で
、
福
岡
市
に
お
い
て
「
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
文
化
国
際
会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
。

先
ず
八
日
午
後
に
は
福
岡
市
立
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し
て
、
一
般
市
民
も
参
加
し
た
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
貝
原
益
軒
を
考
え
る
」

（
同
実
行
委
員
会
主
催
、
福
岡
市
・
西
日
本
新
聞
社
共
催
）
が
開
か
れ
た
。
続
い
て
九
日
に
は
同
セ
ン
タ
ー
で
、
十
日
に
は
会
場
を
移
し

て
N
H
K
福
岡
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
、
二
日
間
に
わ
た
っ
て
「
国
際
会
議
」
が
開
か
れ
た
。
こ
の
三
日
間
に
わ
た
る
会
議
は
、
福
岡
市
を
中

心
と
し
た
九
州
地
区
の
大
学
等
に
所
属
す
る
中
国
哲
学
・
中
国
文
学
の
研
究
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
同
実
行
委
員
会
（
委
員
長
は
町
田

三
郎
・
九
州
大
学
教
授
）
が
、
三
年
が
か
り
で
準
備
を
進
め
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
の
呼
び
か
け
人
は
、
中
国
近
世
思
想

史
研
究
者
で
九
州
大
学
名
誉
教
授
の
岡
田
武
彦
氏
で
あ
っ
た
。
岡
田
氏
は
、
　
「
大
会
要
綱
」
の
会
長
挨
拶
の
中
で
、
こ
の
会
議
の
主
旨
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
こ
の
国
際
会
議
は
、
東
ア
ジ
ア
殊
に
中
国
の
伝
統
文
化
を
基
調
と
し
て
、
三
つ
の
分
野
か
ら
研
究
発
表
及
び
討
論
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
第
一
は
、
中
国
の
伝
統
文
化
そ
の
も
の
の
研
究
。

　
　
　
第
二
は
、
そ
の
周
辺
諸
国
へ
の
展
開
に
関
す
る
研
究
。

　
　
　
第
三
は
、
近
年
注
目
を
集
め
て
い
る
「
新
儒
家
」
に
関
す
る
研
究
。

一聯【



　
　
　
ま
も
な
く
二
十
世
紀
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
今
日
、
世
界
は
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
に
激
し
く
揺
れ
動
い
て
お

　
　
り
ま
す
。
我
々
は
、
伝
統
文
化
・
思
想
を
も
う
一
度
学
び
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
類
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
何
も
の
か
を
そ

　
　
こ
か
ら
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
伝
統
思
想
を
今
日
に
新
し
く
生
か
す
方
法
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
。

　
　
今
回
の
国
際
会
議
は
、
こ
の
よ
う
な
重
大
か
つ
切
実
な
課
題
を
担
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
二
十
一
世
紀
へ
の
展
望
が
得
ら
れ
る
よ

　
　
う
な
豊
か
な
成
果
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
ま
た
、
今
回
の
国
際
会
議
で
は
、
初
日
に
一
般
市
民
の
方
々
の
ご
参
加
を
得
て
、
　
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
貝
原
益
軒
を
考
え
る
」
を

　
　
開
催
い
た
し
ま
す
。
福
岡
は
、
幅
広
い
学
問
を
修
め
た
貝
原
益
軒
を
始
め
、
亀
井
南
冥
、
昭
陽
と
い
っ
た
優
れ
た
学
者
を
輩
出
し
た

　
　
土
地
柄
で
も
あ
り
ま
す
。
先
達
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
主
旨
に
賛
同
し
て
、
国
内
か
ら
、
ま
た
中
国
・
韓
国
・
台
湾
・
香
港
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア
メ
リ
カ
・

カ
ナ
ダ
・
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ロ
ベ
ニ
ア
と
い
っ
た
世
界
各
国
か
ら
、
約
六
十
名
の
学
者
が
研
究
発
表
者
と
し
て
参
集
し
た
。
ま
た
、
そ
の
外
、

国
内
の
研
究
者
約
四
十
名
が
会
議
に
一
般
参
加
し
た
。
以
下
に
掲
げ
る
発
表
者
一
覧
を
一
瞥
し
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
世
界
的
レ
ベ
ル
で

活
躍
中
の
東
洋
思
想
研
究
者
が
こ
の
よ
う
な
形
で
一
堂
に
会
す
る
の
は
、
き
わ
め
て
珍
し
い
こ
と
だ
と
言
え
よ
う
。
招
聰
に
応
じ
た
発
表

者
は
、
上
述
の
三
つ
の
分
野
の
中
か
ら
自
分
で
テ
ー
マ
を
選
び
題
目
を
決
め
、
事
前
に
発
表
要
旨
を
提
出
し
て
会
議
に
臨
ん
だ
。

　
今
回
の
国
際
会
議
の
特
色
の
一
つ
は
、
福
岡
市
で
開
催
と
い
う
こ
と
か
ら
、
地
元
福
岡
が
生
ん
だ
江
戸
時
代
の
儒
学
者
で
あ
る
貝
原
益

軒
（
一
六
三
〇
～
一
七
一
四
）
を
取
り
上
げ
、
彼
に
関
す
る
講
演
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
冒
頭
に
置
い
た
点
で
あ
る
。
黒
田
藩
士
で
あ
っ

た
益
軒
は
、
儒
学
に
限
ら
ず
、
医
学
・
薬
学
・
自
然
科
学
・
地
誌
・
歴
史
書
と
様
々
な
分
野
に
お
い
て
優
れ
た
業
績
を
残
し
た
が
、
こ
の

会
議
で
は
郷
土
の
先
賢
の
単
な
る
回
顧
と
顕
彰
が
目
的
で
は
な
く
、
現
代
に
お
け
る
学
術
的
評
価
を
基
に
そ
の
今
日
的
意
味
に
つ
い
て
考

え
よ
う
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
っ
た
。
昨
今
の
「
江
戸
」
ブ
ー
ム
や
「
地
方
再
発
掘
」
も
影
響
し
て
か
、
四
百
人
以
上
の
一
般
市

民
が
集
ま
り
、
熱
心
に
会
議
に
参
加
し
た
。

　
先
ず
映
像
に
よ
っ
て
、
益
軒
の
生
涯
と
業
績
が
紹
介
さ
れ
た
後
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
名
誉
教
授
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
セ
オ
ド
ア
・
ド
バ
リ
ー

氏
に
よ
る
基
調
講
演
「
世
界
的
評
価
を
受
け
る
貝
原
益
軒
」
が
行
な
わ
れ
た
。
内
容
は
本
誌
に
掲
載
し
て
い
る
の
で
参
照
頂
き
た
い
。
基

調
講
演
に
続
い
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
な
わ
れ
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
　
『
徳
川
合
理
思
想
の
系
譜
』
『
近
世
初
期
実
学
思
想
の

一
〇
8
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研
究
』
な
ど
の
著
書
が
あ
る
日
本
思
想
史
研
究
者
の
源
了
圓
氏
（
元
東
北
大
学
教
授
）
で
、
パ
ネ
リ
ス
ト
は
ド
バ
リ
ー
教
授
に
師
事
し
、

貝
原
益
軒
研
究
で
学
位
を
取
得
し
て
い
る
メ
ア
リ
ー
・
エ
ヴ
ェ
リ
ソ
・
タ
ッ
カ
ー
女
史
（
バ
ッ
ク
ネ
ル
大
学
教
授
）
、
貝
原
益
軒
を
は
じ

め
と
す
る
近
世
史
研
究
の
井
上
忠
氏
（
元
福
岡
大
学
教
授
）
、
医
師
と
し
て
漢
方
に
よ
る
療
法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
実
践
し
て
い
る
原

敬
二
郎
氏
（
原
病
院
院
長
）
と
木
下
勤
氏
（
温
知
堂
木
下
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
、
貝
原
益
軒
を
含
む
紀
行
文
を
中
心
と
し
た
江
戸
文
学
研

究
者
の
板
坂
耀
子
女
史
（
福
岡
教
育
大
学
教
授
）
の
五
人
で
、
益
軒
の
幅
広
い
人
間
像
を
捉
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
多
彩
な
顔
触
れ
で
あ
っ

た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
別
誌
に
紹
介
し
て
い
る
の
で
参
照
頂
き
た
い
（
財
団
法
人
　
西
日
本
文
化
協

会
発
行
「
西
日
本
文
化
」
三
〇
二
号
所
載
「
現
代
に
生
き
る
貝
原
益
軒
を
求
め
て
」
、
一
九
九
四
年
六
月
）
。
ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
ら
れ
た
源
了
圓
氏
が
、
一
九
九
四
年
五
月
二
十
二
日
付
「
西
日
本
新
聞
」
朝
刊
に
「
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
文
化
国
際

会
議
に
出
席
し
て
」
と
い
う
題
で
、
　
「
国
際
会
議
」
全
体
に
わ
た
る
感
想
を
寄
稿
し
て
お
ら
れ
る
。

二
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〇
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さ
て
、
　
「
国
際
会
議
」
は
四
月
九
日
、
岡
田
武
彦
会
長
に
よ
る
基
調
講
演
「
日
本
文
化
と
簡
素
の
精
神
」
か
ら
始
ま
っ
た
。
同
氏
は
、

先
ず
東
洋
文
化
の
特
色
と
価
値
は
、
　
「
簡
素
の
精
神
」
に
あ
り
、
そ
れ
は
回
帰
を
志
向
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。
特
に

日
本
に
お
い
て
そ
の
傾
向
は
顕
著
で
あ
る
と
し
、
詩
文
・
芸
能
・
建
築
・
書
画
・
陶
磁
器
な
ど
の
各
分
野
に
お
け
る
「
簡
素
の
精
神
」
を

具
体
的
に
考
察
す
る
。
更
に
、
老
荘
思
想
・
仏
教
・
儒
教
・
神
道
と
の
関
連
で
論
究
し
、
最
後
に
、
現
代
に
お
け
る
人
間
疎
外
や
環
境
破

壊
な
ど
の
弊
害
に
対
し
て
、
回
帰
を
志
向
す
る
東
洋
文
化
の
価
値
を
再
認
識
す
る
必
要
が
生
じ
た
、
と
結
ば
れ
た
。

　
会
議
は
三
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
各
分
科
会
と
も
発
表
時
間
は
一
人
二
十
分
で
、
三
名
な
い
し
二
名
の
発
表
の
あ
と
、
一
人
十
分
の

割
合
で
質
疑
討
論
が
行
な
わ
れ
た
。
二
日
間
に
わ
た
る
発
表
者
・
発
表
題
目
及
び
司
会
者
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
（
括
弧
内
は
分
科

会
場
ご
と
の
参
加
人
数
）



四
月
九
日
ω

◇
一
〇
時
～
一
一
時
三
〇
分

　
第
一
分
科
会
（
四
十
五
名
）

　
　
宋
明
の
道
学
詩
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
州
大
学

　
　
「
心
遠
」
考
一
宋
代
儒
家
の
意
識
構
造
に
関
す
る
一
考
察
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
留
米
大
学

　
　
中
庸
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
北
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
司
会
）
九
州
大
学

　
第
二
分
科
会
（
三
十
八
名
）

　
　
清
末
民
国
初
の
思
想
的
展
開
一
伝
統
と
近
代
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
西
大
学

　
　
明
清
期
商
人
倫
理
思
想
の
現
代
的
意
義
－
東
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
と
宋
明
儒
学
・
新
儒
教
一
　
九
州
大
学

　
　
中
国
の
公
と
日
本
の
公
〔
お
ほ
や
け
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
東
文
化
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
司
会
）
九
州
大
学

　
第
三
分
科
会
（
三
十
一
名
）

　
　
現
代
儒
学
的
回
顧
与
展
望
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学

　
　
毛
沢
東
対
中
国
伝
統
文
化
的
継
承
的
分
析
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
港
中
継
大
学

　
　
従
白
沙
到
陽
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ク
リ
ー
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
司
会
）
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学

◇
一
一
時
五
〇
分
～
一
二
時
五
〇
分

　
第
一
分
科
会
（
四
十
六
名
）

　
　
儒
教
的
資
本
主
義
の
精
神
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
釜
山
大
学

　
　
岡
本
監
輔
の
思
想
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
州
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
司
会
）
関
西
大
学

福
　
田
　
　
　
殖

佐
　
藤
　
　
　
仁

金
　
谷
　
　
　
治

町
　
田
　
三
　
郎

河
　
田

川
　
勝

溝
　
口

柴
　
田

余
劉

姜
柳

悌
雄

一守三篤

英
　
時

述
　
先

允
　
明

存
　
仁

金
　
　
　
日
　
坤

町
　
田
　
三
　
郎

坂
　
出
　
祥
　
伸

一
1
0

ユ
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第
二
分
科
会
（
三
十
八
名
）

　
　
元
代
儒
学
与
中
華
文
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
国
社
会
科
学
院
徐
　
斎
燈

　
　
無
与
自
然
－
中
国
道
家
思
想
的
省
察
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
湾
中
央
研
究
院
　
戴
　
　
　
　
　
漣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
司
会
）
台
湾
故
宮
博
物
院
　
昌
　
　
　
彼
　
得

　
第
三
分
科
会
（
十
七
名
）

　
　
先
秦
諸
子
対
自
然
対
生
態
的
重
視
和
維
護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
港
中
黒
大
学
　
鄭
　
　
　
良
　
樹

　
　
仁
義
道
徳
与
二
十
一
世
紀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厘
門
大
学
　
高
　
　
　
令
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
司
会
）
台
湾
中
央
大
学
　
王
　
　
　
邦
　
雄

◇
一
四
時
～
一
五
時
三
〇
分

　
第
一
分
科
会
（
二
十
五
名
）

　
　
明
中
葉
以
後
的
反
伝
統
思
潮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
加
披
国
立
大
学
　
李
　
　
　
悼
　
然

　
　
論
黄
梨
洲
対
陽
明
学
的
批
判
継
承
与
理
論
修
正
　
　
鯖
江
省
社
会
科
学
院
呉
光

　
　
乾
嘉
学
派
与
清
代
実
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
国
人
民
大
学
　
葛
　
　
　
榮
　
晋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
司
会
）
漸
江
省
社
会
科
学
院
　
王
　
　
　
鳳
　
賢

　
第
二
分
科
会
（
二
十
二
名
）

　
　
論
明
宣
宗
歴
代
臣
鑑
一
書
士
文
化
史
上
的
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
港
大
学
　
趙
　
　
　
令
　
揚

　
　
論
説
「
五
花
暴
弄
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
湾
大
学
　
曾
　
　
　
永
　
義

　
　
論
語
版
本
源
流
山
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
湾
故
宮
博
物
院
　
昌
　
　
　
彼
　
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
司
会
）
北
京
大
学
張
　

少
康

　
第
三
分
科
会
（
三
十
一
名
）

　
　
O
o
目
差
巳
。
コ
ω
ぼ
b
芝
騨
げ
夢
Φ
芝
〇
二
創
…
日
○
≦
雲
匹
》
乞
Φ
o
－
O
O
厳
仁
9
碧
国
。
o
δ
窃
　
コ
ロ
ラ
ド
大
学
　
園
・
い
・
↓
櫛
鳳
O
同

　
　
儒
教
倫
理
与
有
機
知
識
分
子
的
自
我
意
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
　
杜
　
　
　
維
　
明

｝

m
［



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
司
会
）
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
　
余

◇
一
六
時
～
一
七
時
三
〇
分

　
第
一
分
科
会
（
二
十
六
名
）

　
　
従
曾
鮎
之
楽
到
狂
禅
之
風
一
略
談
明
代
心
学
与
禅
学
的
関
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
湾
大
学
　
古

　
　
摂
道
帰
仏
之
儒
者
：
焦
市
平
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
湾
中
正
大
学
　
襲

　
　
平
民
儒
者
顔
弓
及
其
大
中
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
国
社
会
科
学
院
　
黄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
司
会
）
中
国
人
民
大
学
　
葛

　
第
二
分
科
会
（
二
十
三
名
）

　
　
竃
自
賠
黙
し
d
o
o
訴
8
衛
b
信
琶
一
〇
ζ
o
『
巴
詳
く
ヨ
§
Φ
ω
o
仁
讐
Φ
円
コ
ω
信
巨
σ
q
　
　
　
　
台
湾
中
央
研
究
院
　
朱

　
　
薫
げ
唄
U
雛
＝
。
。
‘
コ
日
盟
（
窟
申
）
匿
畠
昆
竃
8
。
ピ
ω
（
下
金
）
ゆ
－
諺
旨
H
唇
三
q
閃
0
2
ω
ぎ
σ
q
q
b
o
づ

　
　
　
日
N
『
ω
。
・
β
ζ
Φ
昌
。
ご
。
。
（
申
卵
齢
申
）
げ
↓
げ
Φ
O
q
o
h
．
．
霊
く
①
＞
o
口
≦
葺
Φ
ω
、
．
（
団
輸
）
　
　
台
湾
大
学
　
黄

　
　
王
陽
明
与
道
家
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ロ
ン
ト
大
学
　
秦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
司
会
）
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
　
杜

　
第
三
分
科
会
（
二
十
三
名
）

　
　
儒
家
人
文
精
神
的
落
実
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
湾
中
央
大
学
　
王

　
　
儒
家
与
”
後
現
代
”
（
　
℃
O
o
Q
叶
一
目
O
匹
Φ
B
）
　
　
　
　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
柳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
司
会
）
台
湾
中
央
研
究
院
　
戴

英
　
時

清
　
審

理
　
程

宣
　
民

榮
　
奮

榮
　
貴

俊
　
百

家
　
酪

維
　
明

邦
　
雄

存
　
仁

瑳
璋

「皿㎜

四
月
十
日
㈲

◇
九
時
三
〇
分
～
一
一
時

　
第
一
分
科
会
（
三
十
四
名
）

　
　
木
陳
道
吝
の
著
述
に
つ
い
て

九
州
大
学
　
野
　
口
　
善
　
敬



　
　
中
国
伝
統
宗
教
の
転
…
機
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
稲
田
大
学

　
　
学
術
的
現
代
儒
学
の
解
釈
学
建
立
課
題
私
見
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ソ
プ
ル
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
司
会
）
九
州
大
学

　
第
二
分
科
会
（
二
十
三
名
）

　
　
李
退
渓
の
書
院
観
に
関
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
陵
大
学

　
　
朝
鮮
の
儒
者
李
柄
憲
の
儒
教
復
興
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
西
大
学

　
　
趙
重
峰
「
東
還
封
事
」
の
改
革
主
義
と
民
本
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
手
館
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
司
会
）
ソ
ウ
ル
大
学

　
第
三
分
科
会
（
三
十
七
名
）

　
　
原
性
与
中
性
：
論
性
即
理
与
玉
戸
理
的
分
疏
与
融
合
問
題
兼
論
心
性
哲
学
的
発
展
前
景
　
　
ハ
ワ
イ
大
学

　
　
従
直
往
開
来
看
当
代
新
儒
家
的
学
術
功
績
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
湾
東
海
大
学

　
　
和
合
是
中
国
伝
統
文
化
的
精
髄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
国
人
民
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
司
会
）
香
港
中
文
大
学

◇
一
一
時
三
〇
分
～
一
二
時

　
第
一
分
科
会
（
二
十
八
名
）

　
　
大
同
思
想
的
理
論
価
値
与
実
践
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
京
師
範
大
学

　
　
筍
子
礼
学
論
発
微
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
京
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
司
会
）
中
国
人
民
大
学

　
第
二
分
科
会
（
二
十
三
名
）

　
　
道
教
一
言
葉
か
ら
の
解
放
（
言
葉
と
い
う
束
縛
か
ら
の
解
放
）
　
ス
ロ
ベ
ニ
ア
・
リ
ュ
ー
ブ
リ
ア
ナ
大
学

　
　
妻
け
団
岳
自
＝
O
鵠
。
昌
σ
Q
（
手
早
）
妻
『
諄
Φ
霞
ω
8
q
噌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
司
会
）
ハ
ワ
イ
大
学

野里
福

島墨書金成
並

進劉周忌張

井
田

文
　
雅

偉
　
勲

　
　
殖

　
　
洋
　
子

出
　
祥
　
伸

　
　
柄
　
周

　
　
學
　
主

中
　
英

仁
　
継

立
　
文

述
　
先

桂
　
釦

宇
　
烈

立
　
文

ζ
盛
装
ζ
臣
。
一
匿
臨

O
．
ω
o
ぼ
同
。
犀
〇
二
Φ
同

成
　
　
　
中
　
英

一

m
一



第
三
分
科
会
（
二
十
四
名
）

　
伝
統
中
国
方
誌
学
与
東
亜
文
化

　
由
中
国
戯
劇
的
変
化
所
帯
中
国
文
化
的
転
変

◇
一
四
時
～
一
五
時
三
〇
分

　
第
一
分
科
会
（
二
十
六
名
）

　
　
儒
家
思
想
与
現
代
東
亜
世
界

　
　
熊
十
三
対
清
代
考
証
学
的
批
判

　
　
評
中
国
伝
統
倫
理
思
想
及
其
基
本
野
点

第
二
分
科
会
（
十
七
名
）

　
貝
原
益
軒
と
朱
烹
の
「
理
」
思
想
の
比
較

　
宋
代
地
方
…
叢
林
之
形
成
・
発
展
与
中
日
仏
教
関
係

　
中
国
古
代
哲
学
思
想
与
文
学
思
想
之
聯
系

第
三
分
科
会
（
十
九
名
）

　
O
o
⇒
2
0
㌶
巳
珍
自
励
三
〇
＜
。
。
．
勺
○
ω
雫
導
○
自
Φ
旨
7
8
『
巴
O
臥
ω
一
ω

　
　
　
台
湾
大
学

　
　
ソ
ウ
ル
大
学

（
司
会
）
香
港
大
学

　
　
　
　
北
京
大
学

　
台
湾
中
央
研
究
院

漸
江
省
社
会
科
学
院

（
司
会
）
北
京
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
中
国
人
民
大
学

ホ
バ
ー
ト
＆
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
ミ
ス
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
京
大
学

　
　
　
　
　
（
司
会
）
台
湾
東
海
大
学

官金趙
陳

聖王櫻
李

塗鞘
票

固
　
先

學
　
主

令
　
揚

　
　
來

慶
　
彰

鳳
　
賢

宇
　
烈

，
甦
　
平

準
　
江

少
　
康

仁
　
厚

　
　
パ
リ
大
学
　
い
①
O
旨
く
零
自
Φ
円
目
①
Φ
震
O
げ

（
司
会
）
コ
ロ
ラ
ド
大
学
　
菊
．
い
．
日
倉
。
旨
○
『

一
1
4

ユ

一

三

こ
の
国
際
会
議
は
、
中
国
の
伝
統
文
化
を
基
調
と
し
て
、
東
ア
ジ
ア
の
思
想
文
化
全
体
に
わ
た
る
研
究
発
表
が
行
な
わ
れ
た
が
、
特
徴



的
で
あ
っ
た
の
は
、
近
年
台
湾
・
香
港
・
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
注
目
を
集
め
て
い
る
「
新
儒
家
」
に
関
す
る
研
究
が
課
題
の
一
つ
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
、
関
連
の
研
究
発
表
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
直
接
「
新
儒
家
」
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
も
の
で
も
、
伝
統
思

想
特
に
近
世
以
降
の
儒
学
思
想
と
近
現
代
の
問
題
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
究
す
る
発
表
が
数
多
く
見
ら
れ
た
。
源
了
圓
氏
は
、
前
掲
新
聞

紙
上
で
次
の
よ
う
に
触
れ
て
お
ら
れ
る
。

　
内
容
的
に
は
日
本
の
発
表
者
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
純
学
術
研
究
と
し
て
客
観
的
に
中
国
と
日
本
と
の
文
化
的
関
係
や
伝
統
と
現
在

と
の
関
係
を
究
明
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
て
、
欧
米
や
中
国
の
研
究
者
は
儒
教
の
現
代
的
意
義
を
論
ず
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
が
際
立
っ
て
い
て
大
い
に
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
参
加
者
の
一
人
で
あ
る
河
田
悌
一
氏
（
関
西
大
学
）
は
、
一
九
九
四
年
五
月
三
十
一
日
付
「
重

責
新
聞
」
〔
関
西
版
〕
夕
刊
所
載
「
変
わ
る
中
国
と
変
わ
ら
ぬ
儒
教
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
さ
き
ご
ろ
、
福
岡
で
開
か
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
文
化
国
際
会
議
」
（
会
長
は
岡
田
武
彦
九
州
大
学
名
誉
教

授
）
に
出
席
し
た
私
は
、
そ
の
中
国
に
お
け
る
儒
教
評
価
の
様
変
わ
り
の
大
き
さ
に
、
改
め
て
お
ど
ろ
か
さ
れ
た
。

　
世
界
各
地
の
八
十
名
ち
か
い
中
国
思
想
史
研
究
者
を
あ
つ
め
た
そ
の
会
議
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
の
柳
存
仁
名
誉
教
授

を
は
じ
め
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
は
画
学
時
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
教
授
、
杜
維
明
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
な
ど
十
一
名
が
、
台
湾
か

ら
は
昌
留
男
・
故
宮
博
物
院
主
院
長
ら
十
二
名
が
列
席
し
た
ほ
か
、
中
国
か
ら
も
十
五
名
の
著
名
な
学
者
が
参
加
し
た
。
が
、
中
国
の

学
者
た
ち
は
、
い
ず
れ
も
以
前
と
は
う
っ
て
変
わ
り
、
儒
教
に
た
い
し
て
き
わ
め
て
高
い
評
価
を
与
え
た
の
だ
っ
た
。

　
た
と
え
ば
、
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
の
歩
近
智
教
授
は
、
　
一
孔
子
の
仁
愛
と
そ
の
現
代
的
意
義
」
と
題
す
る
発
表
で
、
こ
う

の
べ
る
。
　
「
仁
は
中
華
文
明
と
東
洋
文
明
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
み
な
ら
ず
、
現
在
の
世
界
と
来
る
べ
き
二
十
一
世
紀

の
人
類
文
明
の
発
展
に
た
い
し
て
も
、
役
立
つ
も
の
で
あ
る
」
（
歩
教
授
は
論
文
参
加
で
あ
っ
た
…
柴
田
注
）

　
ま
た
、
中
国
を
代
表
す
る
北
京
大
学
の
あ
る
教
授
は
、
儒
教
の
主
要
な
徳
目
で
あ
る
”
五
倫
（
父
子
の
親
、
君
臣
の
義
、
夫
婦
の
別
、

長
幼
の
序
、
朋
友
の
信
）
”
の
う
ち
、
　
「
君
臣
の
義
」
を
「
指
導
す
る
も
の
と
指
導
さ
れ
る
も
の
と
の
関
係
」
に
読
み
か
え
れ
ば
、
五

一
コ
略｝



倫
は
現
代
社
会
の
人
間
関
係
の
う
ち
に
包
括
さ
れ
る
一
と
い
う
の
だ
。

　
さ
ら
に
儒
教
の
な
か
か
ら
、
新
た
な
価
値
の
発
見
も
試
み
ら
れ
る
。
朱
子
学
研
究
者
と
し
て
著
名
な
張
立
文
・
中
国
人
民
大
学
教
授

は
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
「
和
合
」
こ
そ
が
「
中
国
伝
統
思
想
の
精
髄
で
あ
り
、
伝
統
文
化
の
核
心
で
あ
る
」
と
主
張
。
ま

た
こ
の
三
月
、
台
湾
か
ら
『
哲
学
と
伝
統
一
現
代
の
儒
教
哲
学
と
現
代
の
中
国
文
化
』
を
出
版
し
た
、
新
進
気
鋭
の
陳
来
・
北
京
大

学
教
授
も
同
様
の
主
張
を
お
こ
な
う
。
す
な
わ
ち
「
仁
を
以
て
体
と
な
す
」
儒
家
思
想
の
九
〇
年
代
さ
ら
に
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
重

要
な
価
値
は
「
和
を
以
て
用
と
な
す
」
こ
と
、
つ
ま
り
人
と
自
然
と
の
和
合
、
国
と
国
と
の
和
平
、
と
い
う
「
和
」
に
あ
る
、
と
熱
を

こ
め
て
論
じ
た
。

　
こ
う
し
た
中
国
の
学
者
の
儒
教
再
評
価
の
発
表
を
き
い
て
、
私
は
次
の
よ
う
な
感
想
を
も
っ
た
。
そ
れ
は
、
中
国
大
陸
に
お
い
て
、

学
術
研
究
の
自
由
が
増
し
て
き
て
い
る
と
は
い
え
、
か
れ
ら
の
研
究
は
や
は
り
国
内
の
政
治
状
況
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
。

　
つ
ま
り
、
儒
教
の
核
心
が
和
合
で
あ
る
と
主
張
し
、
ま
た
和
の
効
用
を
説
く
の
は
、
ま
さ
し
く
現
代
の
中
国
が
台
湾
と
の
統
一
を
は

か
り
、
日
本
や
西
欧
諸
国
と
の
経
済
協
力
路
線
を
歩
も
う
と
意
図
す
る
こ
と
の
一
つ
の
表
れ
な
の
で
あ
る
。
と
と
も
に
、
共
産
主
義
へ

の
信
念
が
ゆ
ら
ぐ
中
国
で
は
、
儒
教
に
よ
る
精
神
教
育
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
の
証
明
で
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
ょ
う

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
終
わ
っ
た
翌
日
、
会
議
参
加
者
が
そ
ろ
っ
て
訪
れ
た
佐
賀
県
多
久
の
孔
子
廟
で
、
中
国
の
学
者
た
ち
が
孔
子
像
に

手
を
合
わ
せ
参
拝
す
る
の
を
見
な
が
ら
、
私
は
こ
う
お
も
っ
た
。
儒
教
は
中
国
で
二
千
年
来
、
絶
え
ず
時
の
支
配
者
の
政
治
的
要
求
に

利
用
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
生
命
力
を
保
っ
て
き
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
生
き
つ
づ
け
る
で
あ
ろ
う
、
と
。

　
最
後
に
、
全
般
に
わ
た
る
感
想
が
、

出
し
て
お
き
た
い
。

同
じ
く
参
加
者
の
一
人
、
林
慶
彰
氏
（
台
湾
中
央
研
究
院
）
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
の
で
、
以
下
に
訳

｝
1
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こ
の
た
び
岡
田
武
彦
先
生
の
発
起
と
、
九
州
大
学
中
国
哲
学
史
研
究
室
の
町
田
三
郎
・
福
田
殖
・
柴
田
篤
等
の
諸
先
生
の
働
き
に
よ
り

開
催
さ
れ
た
「
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
文
化
国
際
会
議
」
は
、
東
ア
ジ
ア
伝
統
文
化
研
究
の
内
外
の
学
者
百
草
近
く
が
参
集
し
、
研
究
主
題
は

日
本
の
儒
学
者
貝
原
益
軒
・
中
国
伝
統
文
化
・
当
代
新
儒
家
等
の
研
究
を
包
括
し
て
お
り
、
日
本
中
国
学
界
の
一
大
事
件
で
あ
っ
た
と
言



え
る
。
今
回
の
会
議
の
特
色
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
幾
つ
か
あ
げ
て
み
た
い
。

（
一

j
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
の
総
力
を
結
集
さ
せ
た
点
。

　
近
年
、
国
際
学
術
討
論
会
を
開
催
す
る
風
潮
が
、
中
国
や
台
湾
な
ど
に
お
い
て
盛
ん
に
沸
き
起
こ
っ
て
き
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
主

催
者
の
招
集
力
や
他
の
条
件
が
う
ま
く
調
わ
な
い
た
め
に
、
往
々
に
し
て
本
当
に
権
威
あ
る
学
者
が
参
加
で
き
な
か
っ
た
り
、
討
論
会
の

意
義
を
損
な
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
今
回
の
大
会
は
、
日
本
・
中
国
・
台
湾
・
ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
か
ら
権
威
あ
る
学
者
が

一
堂
に
会
し
討
論
に
参
加
し
て
お
り
、
主
催
者
の
招
集
力
の
非
凡
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
将
来
、
関
連
の
学
術
活
動
を
行
な
う
場
合

で
も
、
学
者
や
ス
タ
ッ
フ
・
支
援
者
た
ち
を
動
員
す
る
こ
と
は
決
し
て
困
難
で
は
あ
る
ま
い
。
九
州
地
区
は
岡
田
先
生
の
指
導
の
下
、
ま

た
こ
れ
ら
の
人
々
を
結
集
す
る
有
利
な
条
件
を
備
え
て
い
る
。

（
二
）
地
域
の
学
術
の
特
色
を
発
揚
し
た
点
。

　
今
回
の
会
議
は
、
こ
の
数
十
年
来
九
州
地
区
で
最
初
の
盛
大
な
国
際
学
会
で
、
東
ア
ジ
ア
地
区
の
各
種
学
術
の
発
展
に
関
し
て
相
当
深

い
討
論
を
行
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
福
岡
出
身
の
著
名
な
儒
学
者
で
あ
る
貝
原
益
軒
に
関
し
て
半
日
を
専
門
的
討
論
会
に
当
て
た
。
こ
の

よ
う
な
地
域
の
学
術
の
特
色
を
発
揚
す
る
事
業
は
、
中
国
大
陸
で
は
こ
の
十
数
年
来
特
に
力
を
入
れ
て
推
進
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
今

回
の
会
議
は
、
貝
原
益
軒
の
研
究
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
世
界
各
地
の
学
者
が
更
に
九
州
地
区
に
お
け
る
学
術
の
伝
統
と
特
質
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
併
せ
て
内
外
の
学
者
を
、
日
本
各
地
域
の
伝
統
的
学
術
の
研
究
に
誘
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
今
回

の
大
会
が
創
出
し
た
功
績
は
非
常
に
大
き
い
。

（
三
）
周
到
な
準
備
と
十
全
な
配
慮
。

　
今
回
の
大
会
は
、
会
場
も
宿
舎
も
そ
れ
ぞ
れ
二
ヶ
所
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
限
ら
れ
た
人
員
で
あ
ら
ゆ
る
点
に
配
慮
が
な
さ
れ
て
お
り
、

い
さ
さ
か
も
ミ
ス
が
な
か
っ
た
の
は
、
周
到
な
準
備
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
中
国
や
台
湾
で
学
術
会
議
を
招
集
す
る
場
合
、
往
々
に
し
て

同
伴
者
の
参
加
を
要
請
し
な
い
し
、
認
め
る
場
合
で
も
、
彼
ら
の
見
学
活
動
の
世
話
ま
で
は
し
な
い
。
今
回
の
大
会
で
は
、
参
加
し
た
学

者
の
同
伴
者
の
た
め
に
二
、
三
日
の
見
学
小
旅
行
を
セ
ッ
ト
し
、
こ
れ
に
は
九
州
大
学
中
国
学
の
院
生
・
学
生
が
交
替
で
接
待
に
あ
た
り
、

参
加
し
た
同
伴
者
た
ち
は
安
心
し
て
十
分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
細
や
か
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
わ

か
る
。

一
1
7

ユ

［



　
以
上
述
べ
た
幾
つ
か
の
特
色
か
ら
も
、

の
よ
き
模
範
と
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

（
付
記
）

今
回
の
国
際
会
議
の
成
功
が
各
地
の
会
議
に
勝
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
し
、
学
術
会
議

　
こ
の
国
際
会
議
の
研
究
発
表
を
基
に
、

中
書
局
か
ら
出
版
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

礪
灘

灘翻瀬熱
ゼ○

　
幽

縞

　
韓轡

・
鋳
罫
…

研
究
論
文
集
（
題
未
定
）
が
編
集
さ
れ
（
町
田
三
郎
・
福
田
殖
・
黄
俊
傑
・
柴
田
篤
編
）
、
台
湾
の
正
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